
スポーツ専門職のための実践的キャリアトレーニングプログラムに関する�����国際研究フォー
ラムに招いてもらい, この基調演説ができて, 光栄に思う｡ また, 鹿屋体育大学学長の芝山秀太郎

氏と, この�����国際研究フォーラム大会実行委員会委員長の川西正志氏に, 今回のこの招待を
感謝している｡ スポーツに関する一連の知識の進歩に興味を持つ人々が集まるこのカンファレンス

の開催をお祝いしたい｡

私はこれまで４度, この美しい国を訪れるすばらしい機会があった｡ 最初は����年, 最近では����年で, 日本のここまで南に旅行したことはなかったため, ここに来れたことをうれしく思う｡
また長年に渡り日本人の同業者の皆と数々の友情を築き, スポーツの研究における皆の進歩に敬意

を払ってきた｡

私は, スポーツマネジメント分野におけるスポーツ専門職の現状と未来について話すように依頼

された｡ そこで, まずはスポーツ産業の現状についての討議と, それが就職に与える影響から始め,

次に学生がスポーツマネジメントの分野で働く準備を整えるための必要条件を話したいと思う｡ 次

に, 学問の一つの分野として, スポーツマネジメントの未来の状況に関心を持つ同僚とともに集め

た情報と, カナダにいる学生の現在の就職先についてお伝えする｡ 最後に, 未来のスポーツマネジ

メントの専門職に関する展望を話して締めくくりたいと思う｡���������
スポーツはいくつかの要素, たとえば世界的な影響力や, 愛着心や, 社会的促進の機会といった
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スポーツは世界的な規模で巨大な産業となった｡ スポーツ産業が拡大した結果, その活動を計画・主

催・監督するマネージャーのニーズも相当して増している｡ その結果, スポーツマネージャーの増加の

ニーズに応えるべく, スポーツマネジメントという学問分野が浮上したのである｡ この論文はスポーツ

マネジメント分野におけるスポーツ専門職の現状と未来について述べている｡ 特に, スポーツ産業の現

状について討議し, それが就職に与える影響を示し, 次に学生がスポーツマネジメント分野で働く準備

を整えるための必要条件を示している｡ 専門的準備についての討議では, スポーツマネジメントのカリ

キュラムにおけるインターンシップの重要性に注目する｡ スポーツマネジメントの未来を調査した近年

の研究のデータに加え, 今日のスポーツマネジメントの学生が就く可能性のある職業について示してい

る｡ そして未来のスポーツマネジメントの専門職に対する個人的な意見でプレゼンテーションを締めく

くり, ボランティア活動と人脈作りの重要性についても意見を述べる｡

����������������������������������������
ウェスタンオンタリオ大学 体育学部 助教授

基調講演�


